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Discovery of the moth of the genus Elwesia HAwpson, 
hitherto known as Himalayan, from Japan 


(Lep. Noctuidae, Cuculliinae) 
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1964 年 秋 に に, と これ まで 全く 未知 の Cuculliinae の 一 種 が , 金 刀 比 維 宮 で 名 高い 香川 県 の 象 頭山 で 発見 され た . 
私 は 発見 者 で ある 県 立 坂出 高等 学校 の 豊島 弘 氏 の ご 好意 に よっ て , と の 標本 を と り し ら べ る 機会 に めぐ まれ , それ 
が 従来 ヒマ ラ ヤ 地方 の みか ら 知ら れ て いる 属 EZwesia の 一 種 で ある と と を 人 確 め る こと が で きた . 今回 発見 され た 標 
本 は , 記載 及び 図 か ら 判 断 する 限り ,。 シッ キム 産 の E. diplostigma HAMPSON と 区 別 す る と と が むつ か し い の で, 
と と で は ひと まず と の 名 に 同定 し , 戦 の 写真 及び 雄 交尾 器 の 図 を 掲げ て お く と と に し た . 

貴重 な 標本 を 恵 与 さ れ , か つ そ の 発表 を 許さ れ た 豊島 弘 氏 に あつ く お 礼 申 上 げ る と 共に , と の 珍し い 虹 の 新 産 地 
が 更に 発見 され る と と を 期待 する も の で あぁ る. 








Genus Elwesia HAMpsoN 
Elwesia HAMPSON, 1894, Fauna Brit. India, Moths 2: 171. 
Type-species: Elwesia diplostigma HAMPSON. 

雄 の 触角 は や や 太く , その 前 縁 は 強く 葉 片 状 を 呈し , 短い 毛 束 を 生ずる . 下 展 此 未 節 は か な り 長 く . 第 2 節 の 長 
さき の 約 2/5, 前 方 へ 突出 し , 中 央 部 で や や ふく らむ , 頭 部 及び 胸 背 は 毛 で 被 われ る . 胸 背 の 毛 は , 背中 で 鋭い 弧状 
の 往 を 形成 し , その 前 縁 は 頭 方 へ や や 突出 し て いる . 腹 背 基部 は か な り 長 い 毛 を 密生 し , 腹 側 に は 顕著 な 毛 東 を 邊 
ずる が , 背中 に は 冠 毛 を も た な い . 前 粉 超 端 は 突出 し , 外 緑 及 び 緑 毛 端 部 は 強く 波状 を 呈す る . 前 後 相 と も 次 豚 は 
正常 で ある . 





Elwesia diplostigma HAMpsoN 
サヌキ キリ ガ ( 新 称 ) (Fig. 1) 
Elwesia diplostigma HAMPSON, 1894, Fauna Brit. India, Moths, 2: 171, fig. 111(?). [Sikhim, 10,000 
feet] 
Elvesia diplostigma : HAMpsoN, 1906, Cat. Lep. Phal. B. M. 6:434, fig. 151 ($). [Sikhim, Tonglo, 
10,0007] 
Elwesia diplostigma : WARREN, 1913, in SgriTz, Macrolep. World, 11 : 114, pl. 14h. (Sikhim ] 
$ . 開 張 32mm. 下 居 頻 側面 は 浪 い 紫 褐 色 , 内 面 及び 末 館 の 端 部 は 白色 . 胸部 腹面 は 白色 , 肢 に 生ずる 毛 は 淡紅 
色 な いし 薬 赤色 . 頭頂 部 は 白色 に 紫 赤 色 を 混 ず る . 胸 背 は 濃い 赤褐色 で , や や 柴 赤 色 を お び , 頭 板 の 後 緑 及び 胸 埋 
守 毛 の 槻 端 は 淡色 を 呈す る . 後 胸 の 毛 塊 は 灰白色 に 紫 赤 色 を 混 ず る . 腹 背 は 淡 灰 紫色 , 腹 側 及び 尾 端 の 毛 束 は 淡 赤 
色 を お びる . 
前 門 は 濃い 赤 揚 色 で , や や 紫 褐 色 を お びる . 前 縁 は 淡 黄 色 で 赤 味 を お びる . 各 横 線 及び 各 紋 の ふち どり は 淡 黄 色 
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の 細線 より 成る . 亜 基線 は ほぼ 直線 状 で 斜 走 し , 内 横線 は 前 縁 の 下方 で 鋭く 角 
を な し , 以下 後 縁 まで 直線 状 に 斜 走 する . 横 状 紋 は 大 きく ほ ば 円 形 , 上 縁 は は 
と ん ど 環 状 紋 に 接し , 内 部 は や や 哨 色 . 環状 紋 も 円 く , 内 部 は や や 喧 色 に 充 た 
され る . 接 状 紋 は ほぼ 椿 円 形 で 大 きく , ふち どり は 明瞭, 内 部 強く 暗色 を お 
び , 皿 状 紋 内 部 に は 中 室 下 角 付 近 に さら 淡色 の 小 環 が あっ て , 黒色 小 点 を 
つつ む . 腎 状 紋 の 下 縁 か ら 後 縁 ま で 暗色 の 中 横線 が 斜 走 する . 外 横 線 は 前 緑 C ~ 
接する 微小 暗色 点 か ら 発し , 第 8 豚 で 外 方 に 角 を な し , 第 5 豚 よ り 下 方 で は ゆ 

る く 内 培 す る , 外 横線 の 外側 に は 次 豚 上 に 複 列 の 小 暗色 点 が あり , その 人 外 方 で 

は 次 豚 は 淡色 . 亜 外 緑 線 は や や 太く 顕著 で ほぼ ば 直線 状 , 第 2 豚 の 上 で 外 方 に 小さく 角 ば る . 外縁 部 は や や 暗色 . 緑 
毛 基部 は 淡 黄 色 , 外 方 は 吐 色 を 時 する . 後 縁 に 生ずる 毛 は 淡 黄 色 . 

後 凌 は や や くら い 灰 褐色 , 前 縁 部 は 淡色 を 呈し , 外縁 部 は や や 強く 暗色 を 呈す る. 横 豚 紋 は 不明 瞭 , 横線 は み と 
め られ な い . 緑 毛 は 基部 淡 黄 色 , 外 方 は や や 紅色 を お びる . 

裏面 は 淡 黄 色 , 暗色 細 点 を 散布 し , 前 縁 部 及び 外縁 部 は か な り 強 く 紅色 を お びる . 前 後 閉 と も 横 及 紋 及び 外 横線 
は 蘭 色 . 

雄姿 尾 器 CFig. 2). Uncus は 比較 的 短 
く , へ ヘラ 状 で , 先 端 は まる い . Valva は 落 る 
し く 細 く , 先端 に は よく 発達 し た 新 月 状 の 
cucullus を も ち , cucullus は 強く spine 
に お お われ , 緑 部 に は 微少 な spine を 列 
生 す る . Ampultla を 欠く が , harpe は よ 
く 発達 し , 笠 曲 する . Saccus は 短く , 頭 
緑 は 方 形 を 呈す る . Aedaeagus は 比較 的 
小さ く , Yvesica は 一 郡 の 微少 な spine か 














Fig. 1 Elwesia difplostigma 
Hmrs. € (Japan). 








ら 成 る . 2 . 
所 検 標本 . 香川 県 象 頭 山 (Mt. Z6zu), 0 Ci 2 

181%,14. xi. 1964 (豊島 弘 採 集 ). 豊島 Fig. 2 Male genitalia of Elwesia diplostigma 

私 氏 お よび 杉 所 蔵 . Hmps. (Japan, Prep. No. SS-709). 


Elwesia diplostigma HaMPSON は , シッ キム の 高地 ( 約 3.000m) か ら た だ 1 頭 の ゃ や に よっ て 記載 され た も の で 
ある が , その 後 $ が 記載 され た と と は な い . た だ し , WARREN (1913) は , や は り シ ッ キ ム の Dariiling か ら , と 
の 属 の 2 種 の 湯 , E. nigripalpis WARREN お よび E. が 277772 WARREN を 記載 し て いる が , それ ら と difMostigma 
の 関係 る まだ よく 調査 され て いな い . いずれ に し て も 本 種 が , 例え ば 同じ 中 科 の Isopolia strigidisca (Moosg) 
ヒマ ラ ヤ ハ ガ タ ヨ ト ウ な ど と 同じ く , ヒマ ラ ャ 山麓 か ら 中 国 西南 部 を 経て 日 本 に 達する 典 形 的 な ヒマ ラ ャ 系 昆虫 の 
一 例 を 示す も の で ある こと と は 疑い が な い . 

本 種 は 一 見 前 次 外縁 が 強く 波状 を 呈す る 点 で , Expsiliad の ある 種 と 似 て いる が , 胸 背 の 鋭く 稼 を な す 冠 毛 や , 下 
居 雌 末 節 が 長い と と に よっ て 直ちに 区 別 す る と と が で きる . 

な お 属 EZwesig の 雄 交 尾 器 は 今回 初め て 図示 され る も の で ある . 





SUMMARY 


Here is recorded the first discovery of the moth of the genus Elwesia HAMPSON from the region 
other than the Sikhim district. The specimens collected in Japan (1 人 1?, Mt. Z6zu, Shikoku, Nov. 
14, 1964, H. TosgrwA leg.) fairly match the description of the Himalayan,and were determind 
safely as Elwesia diplostigma HAMPSON, a female type of which has been known. The genitalia as 
figured are characteristic in having spatulate uncus,Yery narrow Yalva bearing well-developed 
launar-shaped cucullus with marginal corona, and truncate bottom of saccus. 
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